
事業報告

<実績の概要>

犯罪被害者等への支援活動は、電話 (メ ール・LINEを含む。)・ 面接による相談及

び関係機関への付き添いなどの直接的支援事業を引き続き実施しました。

また、性暴力被害者の緊急避妊等に係る医療措置については、内閣府設置によるコ

―ルセンターと連携して夜間・休日を含む 24時間の支援体制を継続しているところ

であります。

令和 6年度のセンター全体の電話等相談 「延べ件数」は 773件 (5年度 769件 )、

このうち性暴力被害に係る「サポー トながさき」の電話等相談は 635件 (5年度 637

件)で、令和 5年度と同程度でありました。

一方、警察署への被害届や弁護士法律相談等において、センター職員が付き添う

「直接的支援事業」はセンター全体で ■6件 (5年度 65件 )、 このうち性暴力被害

は 87件 (5年度 48件)で、性暴力被害者への直接支援が大きく増加しております。

したがいまして、相談・直接的支援事業は、センター全体で 958件 (5年度 889件 )、

このうち「サポー トながさき」は、771件で、平成 28年の開設以来、最多の相談・

支援件数となりました。

広報啓発活動でありますが、誰にも相談できない被害者は数多く、センターの認知

度向上とともに、具体的な支援活動の広報は極めて重要であると考えております。

特に、中学・高校生等に向けて「サポー トながさき」の周知を図るため、相談専用
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電話番号等を記載した携帯カー ド約 80,000枚を、県内の国公立 。私立の中学・高校

及び特別支援学校の計 295校の全生徒に配布いたしました。

この他、被害者支援に係る広報として NBCラ ジオや県営バス車内放送、長崎運転

免許センターにおいての広報活動を昨年度に引き続き行いました。

また、被害者の心情等についての理解の浸透を図るため、中学校・高校を対象とし

た巡回学校講演事業につきましては、10校 。約 2,400名 の聴講をいただきました。

今回は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 までの事業報告と決算等につい

てのご審議をいただくものであります。

具体的な事業実績等は、次のとおりとなっています。
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令和 6年度 事業実施状況報告書
I事 業 実 績
1電話・面接相談、直接的支援に関する事業(実件数)

注)「受」:センターの相談受理、「発」:センターから相談者等への発信

O上記事業のうち性暴力被害者支援【サホ
°―卜ながさき】

2個別事業の状況

事業実績の区分等は、「(公社)全国犯罪被害者支援ネットワーク」活動集計要領による

hilを 1`講件榜 絶議事整計 古移 1文 将件教 電話～直接計

①～③
警察情報

提供数
相談者等の居住市町・件教①～③

電話 メール Llヽ E 手紙 ② ①つ ③

R6

受430 発26〔 受22   発2 受15 受 |

68 807 115 922 51

長崎市307、 佐 1世保市100、 [l原市52、  謙早市143、 大村市47、
平戸市18、 松れ脩市2、   対馬市5、  西海市1、  雲仙市63、
南鳥原市12、

長与町12、 時津‖「15、  束彼杵町1、 川棚町56、  小値賀町H
佐々町4

県内31、  県外29、   不明10 (計 922)

699 24 15 1

①電話等相談計739

R5

受490 発21〔 受7 受18 発 1

51 786 64 850 31

長崎市350、 佐世保市,153、 島原市36、  諫甲市78、 大村市42、
平戸市6、  松れF市 27、  対馬市4、  西海市10、 家仙市6、
市島原市24、

長与町9、  時津研「11、  束彼杵町9、 川棚町6、  波佐見‖「9、
新 L五島l11、

県内21、   県外31、   不明14(計 850)

709 7 18 1

①電話等相談計735

増減

受 60  1と i0 受15   'さ ど受 3   1ё t 受1   1と

17 21 51 72 20

-10 17 -3 0

十曽4

i面移{I静 件枚 相誘車業計 正移立揺件教 電話～直接計

①～③

お書奈情報
提供教

相談者等の居住市町・件数①～③
電話 メール し1＼ E 手平l ② ①Ю ③

R6

受369 発203 受18   発2 受15 受‖

48 656 86 742 31

長崎市271、 佐世保市39、 局原市47、 諫早百i128、 大本す市り3、

平「
i市
18、  対
“

j市
5、   ll海市1、 雲‖市60、 市鳥原市12

長与田18、 時‖!町 1、 束彼杵町3、 川棚町51、 小1に賀‖「‖

県内27、 県外23、 不りЮ        (計 742)

572 20 15 1

①電話等相談計608

R5

受433 発160 受4 受18 発十

32 648 47 695 13

長崎市286、 佐性供市H4、 島原市38、 諌早市73、 大村市32、
どr戸市5、  松ll l市 15、  対馬市1、  西布1市 9、 雲仙市6、
「ィl島所〔市22、

長与町7、 時津田「9、 束彼杵町6、 川棚町6、 波佐見町9、 新 L丘汗と町1、

県内21、 県外25、 不明12       (計 695)

593 4 18 l

①電話等相談計616

増減

受 61  'ど ll 受11   そ! 受 S   tC 受l   rё  l

16 8 39 47 18

-21 16 3 0

減 8

ア

上記 のうち【ナホ
°―卜な がきき】

「電話等Jはメール、LINE、 手紙給 む。  ():R6と R5の増減
注)①電話等「実件数」:相談者からのセンター受理件数の累計。「延べ件教」:(例 )1通話中における相談者への「他機関紹介J等はプラス1件し、計2件を計上。 面接相談も同様
②直接的支援:1回の同行支援は「実件数1」で「延べ件数l」 el回の同行で複数の同行先は、「実件数1」で「延べ件教」は同行先の合計件数。

電話等相談 面接相談 (電話等・面接計) 直接的支l渡 合 計

実件数 延べ件数 実件教 延べ件教 実件致 延ぺ件数実件数 延べ件教 実件数 延べ件数

R6 739 773 68 807 842 115 116 922 958

R5 735 769 51 55 786 824 64 65 860 889

4 4 17 14 21 18 51 51 72 69増減

R6-般 犯罪 131件 (12) 138件 (6) 20件 (1) 20件 (1) 151件 (13) 158件 (7) 29件 (12) 29件 (12) 180件 (25) 187件 (19)

49件 (13) 656件 (8) 684件 (11) 86件 (39) 87件 (89) 742件 (47) 771件 (50)R6性暴カ 608件 (8) 635件 (2) 48件 (16)

813X 812% 80 5% 80 5%性黒力比率 82 3% 821% 70 6% 71,0% 74.8% 750%

電話等相談 面接相談 (電話等・面接計) 直接的支援 合 計

実件敦 延ぺ件数 実件数 延べ件数 実件数 廷べ件数 実件数 延べ件数 実件数 延ぺ件数

R6 608 635 656 684 742 771

R5 616 637 32 36 648 673 47 48 695 721

贈減 -8 -2 16 13 8 11 39 39 47 50

R6/R5対比 98 7h 997% 150 0% 1361% 101 2ヽ 101.6% 183 0% 1813% 106 8% 106 9%

R6各対応比率 81 9% 82.4% 65% 64% 884% 88 7% 11.6% 113% イ
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R5年刑法改正

イ)電話等・ の

の 制性交 罪、強制わいせつ罪⇒不同 性交等罪、不同意わいせつ罪に集約

R5年度 増  減
相談活動関係

(雷託等・面楼相談 )
電話等 面接 計

うち

性暴力
電話等 面接

ユニ
ｐ

うち
‖暴力 電話等 面接 討

´ うち

性暴力

6 1 7 13 1 14 -7-7

4 2 6 -4 -2 -6

299 19 318 318 228 12 240 240 71 7 78 78

6 1 7 7 1 1 1 5 1 6 6

155 19 174 174 162 10 172 172 -7 9 2 2

10 10 10 2 2 4 4 8 -2 6 6

6152 9 61 35 1 36 36 17 8 25 25

46 7 53 17 3 20 29 334

1 1 -1-1

身

体

犯

小 計 574 56 630 570 463 31 494 453 111 25 136 117
5 b -5 ―b

33 7 40 36 7 43 -3 -3

21 3 24 32 4 36 -11 -1 -12

交

通

小 計 54 10 64 73 11 84 -19 -1 -20

13財産的被害 3 3 3 3

14 DV 18 18 18 66 7 73 73 -48 -7 ~OЭ -55

15ス トーカー 13 13 13 2019 1 18 -6 -1 -7 -5

16虐待 1 1 1 1 1 1

13～ 16′Jヽ計 35 35 32 88 8 96 91 -53 -8 …61 -59

110 3 113 82 150145 5 129 -35 -2 -37 -47

そ

の
他

小 計 110 3 113 82 145 5 150 129 -35 …2 -37 -47

合 計 77島 69 R42 お R4 769 55 R兄 4 お 7R 4 14 lR 4 11
うち性暴力被害 635 49 684 / 637 36 673 / -2 13 11 /

性暴力被害/合計 % 82.2% 71.00/0 81.200 / 81.79志82.8% 65.5% / / / / /

電話等・面接相談(罪種別:延べ件数)
0

■714

・
06

100 200 300 400

殺人(傷害致死)

強盗(致死傷)

不同意性交等

監護者性交等

不同意わいせつ

監護者わいせつ

その他の性的被害

暴行1傷害

その他の身体犯

危険運転致死傷

交通死亡事故

交通事故

財産的被害

DV

ストーカー

虐待

その他

318

P17

1デ」
」ォ生0

…  36 6生

… 2053
, !

BЪ

=畠 嶋
〓浮も6
1 ]

n18 73

と生,0
,1

抑 生50

セ ン

R6年度 842イ牛

R5年度 824イ牛

増減 18

左表のうち新規相談(実件数)
0

「
12

コ 2

10  20  30  40  50  60

殺人(傷害致死)

強盗(致死傷)

不同意性交等

監護者性交等

不同意わいせつ

監護者わいせつ

その他の性的被害

暴行i傷害

その他の身体犯

危険運転致死傷

交通死亡事故

交通事故

財産的被害

DV

ストーカー

虐待

その他

45

♂13

24

T生
3

=〓
〓〓Tl摩 6

=79
担生

■生

〓 〓 r畔 0

==16
ユ亀
中 ら 生0
却 6
■ 1

R6年度 180枠

R5年度 184件

増減 -4

54
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ウ)直 接 的支援 に関する事業

○ 上記事業のうち性暴力被害者支援【サホ
°―卜ながさき】

件 数 廷べ件数 支 援 内 容

R6 115 116
警察関連 8、 裁判関連 46、       弁護士法律相談付添47、 行政窓口付添 1、 病院付添 7、

カウンセリング付添 2、 自宅訪問 1、 その他4         (計 116)

R5 64 65
警察関連 5、 裁判関連 13、 検察庁関連 2、 弁護士法律相談付添36、 行政窓口付添 1、 病院付添2

カウンセリング付添 3、 自宅訪問2、 生活支援1        (計 65)

増 減 51 51

件 数 延べ件数 支 援 内 容

R6 86 87
警察関連8、 裁判関連 36、

カウンセツング付添 2、 その他3

弁護 士法律相談付添 30、 行政窓 口付添 1、 病 院付 添 7

(計87)

R5 47 48

す警察関連 5、 裁判関連 12、 検察庁関連 2、 弁護士法律本目談付添22、 行政窓口付添 1、 病院付添2

カウンセリング付添 3、 生活支援1             (計 48)

増 減 39 39

R6.Yと娠燕ノ」 性暴力 75% 性暴力 75%

O 直接的支 の

R6年度 R5J R6/R5対比

直接的支援関係

(延べ件数)
讐察関連

支援

裁判関連

支援

検察庁関連

支援

弁護士法律

相談付添

行政窓日等ヘ

の付添
病院付添
カウンセリンタ
｀

付添
自宅訪問 その他 き計

うち

性暴力
合言十

うち

性暴力
増滅

うち

性暴力

1 I 3 -2

2 1 1

6 22 14 7 1 50 昂0 ?う 25 25 25

1 14 15 1 1 32 32 15 15 17 17

1 1 1 1 1

1 1 1 1 4 4 4 4

7 R 4

3

身

5 し

の

88 87 1 7 , 1 a R7 50 47
6 6 1

2 7 1 10 6 4

3 B 3

交

通

小計 R 10 1 19 10 9

13財産的被客

14 DV 4 4 -4 4

15ス トーカー 3 -3 -3

16虐待

17そ のllll
I 1 1

-1

11～ 17Л、計 ―R -8

合 計 3 46 47 1 7 2 1 4 116 ,87 65 ″48 51 ″39
うち性暴力粧害 R 36 30 1 7 2 3 sT 4 / 41ヽ  4 394
性暴力被害/合計 X 100% 78 3% Th()]l63.8% 100% 100% 100批 / 1 // 71〕 8% / / /

R5 の い 不同 、不同 いせつ罪

殺人 (傷害致死 )

強盗 (致死傷 )

不同意性交等

不同意わいせつ

監護者わいせつ

その他の性的被害

暴行・傷害

危険運転致死傷

交通死亡事故

交通事故

DV

ストーカー

その他

腎
7

T「 6

軒  10
■ ヨ

“
 4

■■■ 3

■ ■

直接的支援 罪種別 (延べ件数)
0   5   10  15  20  25  30  35  40  45  50

L工13

r12
1日|1日日1日|||||||||1田 冒雪

田田田日田日口田日日日日■■E50

11111111111田 T雪
田田田田田田田■田 32

日 ■

‐ ■ 4

R6 ll

R5 65

51

直接的支援 付添い機関 (延べ件数)
0        10        20        30        40        50

警零関連支援 48

裁判関連 支援 ■ ■■■■■口¬詈
‐ H‐H‐田‐‐田‐‐山‐‐‐ B46

検察庁 関連 _2

弁護士法律 47

行政 窓 口等 へ の 付 添 日 ユ

病 院 付 添 冒 巧 T日
7

カウンセリング■L亀

自宅訪闘Lち

生活支援 ■ 生

その他 申 4

R6年 l貨 116作

R5年度 65イ牛

ナ曽減
「
ぅ1
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電 話 等
口
面 接 相 談 、直 接 的 支 援 の 対 応 推 移  ※電話等 i電話、メ司レ、ШNE、 FAX(1件 :H28)の 計  メール本目談 :H30.6_15開始  ЦNE相談 :R3_118開始

H27
1生暴 力比率

119%
センター計

電話等981面‡差4も | 1 計 2014

翌

電 話 等 17直接支援531 計 177面 袴 43雷 話 隼 81

2016(H284_1)

前年度比
r枠暴サ可Ⅲ

1271
130
123
71

138
105
100
144
107

前年度比
(ヤシ,―副卜Ⅲ

218
139
117
71

124
102
108
130
108

1生暴力比率

② /⑥
696%
65_2%

68_7%
〔う90%
76_7%

78.7%
73_1%

81_1%
805%
74.5%

セ

438
609
710
503
623
635
685
889
958
6_050

64
62

82

33
43

50

54

65

116
569
121%

74
8ク

62

64
48

52

50

55

69

556
72%

300
465
566
406
532
533
581
769
773
4_925
80_7%

直接支揺 | 計 の

305
397
488
347
478
500
501
721

771
4_508

80.5%

31

24
38

29

32

25

33
48

87
347
11_3%

75.0%

面 捨

45

47
87

34

83

36

32

36

49

349
6_4%

71.0%

t′

電 話 隼

229
326
418
284
413
439
436
637
635
3_812
824%
821%

首キを支援 1 計①
133
212
222
156
145
135
184
168
187
1542

19.5%

33

38
44

4

11

25

21

17

29

222
155%
250%

面 機

29

35

25
30

15

16

18

19

20

207
10_7%

29_0%

電 話 隼

71

139
153
122
119
94

145
132
138
1_113
73_8%

17_9%

年 唐

H28
H29
H30
Rl

R2
R3
R4
R5
R6

総 計

R6各対 応 /R6各計
R6各女寸床 /R6セシター計

2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022
2023

「サホ

2024
2024

H28
H29
H30
Rl

R2
R3
R4
R5
R6

94%9_2%81_4%

7450′。

7_7%

610%

生暴 力被 吾 ;

面 接

770/0

628%

電話等

84_6%

77_4%

直接支援 1 計

255%
14_4%

39_0%

面 機

134%
372%

電話等

722%
226%

総 計

ミ 電話等相談件数(H28～ R6年度 )センター計

H28

H29

H30

Rl

R2

R3

R4

R5

R6

229 囲 箸E罪被害者等1,113件 226%
獅要 性暴力被害者3,812件 774%

言+   4,925326

413

284

413

439

436

637

635

電話等相談件数(H28～ R6年度)性暴力
(新規・継続 )

0     50    ■00

H28   嘉斤規 85

H29   嘉斤規 94

H30 新規 ユ01

Rl新規 62

R21新規 8■

R3   新規 88_

R4     新規 ■■2

R5   1    新規 137

R6       辛折規 134

150   200   250   300   350

■44紹墜寵売  229

232調鴎寵売  326

400   430   500   550   600   650

1新規相談 894件 235%

継続相談2,918件 765Ъ

計 ,1812

312詔匹為売  4131

222継続  284

332継続  413

351甜Lお売  439

324詔墜盗売  436

5∞ 継続

501継続

637

635



電 話 等 相 談 月 別 件 数 (セ ン ター 計 )

6月ケ5
_■0月 ,
50

月

43 3月 ′
441牛

恵月 |
■月 ,- 38

■ 6

■2イ牛
9イ
`キ
 ユ。

フ フ フ6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 ■0月 ■■月 ■2月 ■月 2月 3月 凸十

一
電 話 等 相 談 (性暴 力 )

一
電 話 等 相 談 (一 般 犯 罪 )

電 話 等 相 談 月 別 件 数 (セン ター 計 )

57

月 2月 ,

■0月 ィ
42

4月 ′
4■イ牛

6月 ′
2フ

■ 7 7

■■1牛
ar牛

4月 う月 6月 7月 8月 9月 工0月 ■■月 ■2月 ■月 2月 3月 言十

―
電 言舌等 本目談 (1在暴 力 )

く― )
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|R6 子(R6年 膚 /R5年 膚 対 比 )
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3 自助組織 に姑する支援 に関する事業
センターが開催している被害者遺族等の集い(あじさい)長崎4回、佐世保4回 (延べ12名参加)

4広 報 啓 発 活 動 に 関 す る 事 業
ア )一

一 ―

活 動 内 容 開 催 日等 対   象 (開催 場 所 等 )

4月 ‐10月 中 学・高 校・教 育 委 員 会 へ の 学 校 巡 回 講 演 事 業 の募 集 案 内 を送 付

4月

R6年度 被 害 者 支 援 員 養 成 講 座 (22期 )募集 掲 載
① 県 内 全 世 帯 広 報 誌「つ た える県 な がさき4月 号 J
② FMながさき「とど

`す

る県 な が さき」4/1の週
③ 長 崎 新 聞「県 か らのお 知 らせ J4/4

4月 18日
時 津 警 察 署 防 犯 持 う/へ

°
―ン⌒ の 参 加 広 報 (イオラ長 崎 時 津 店 )300名 参 加

峨 族 、看 板 掲 示 、広 報 ク'ッス
｀
配 布

5月 ～ 11月

県 筈 音 楽 隊コンサートヘ の参 加 広 報 (パ ネル 等 展 示 、広 報 グンズ配 布 )
ClD5/31 イЯ→/長此子日寺イ:l,古   300イ 参 力田
② 9/4 Fて JI行 ,Fプくかも 7うアム

~場
矛 200名 参 力口

① l1/19長 崎 駅 かもめ広 場  300名 参 加

「犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 」(セントヒル 長 崎 )
(主催 長 崎 県 警 察 、セ ンター 、長 崎 県 )・ 基 調 講 演 (被害 者 遺 族 :米村 州 弘 )
122名 参 カロ ハ

°
ネル、掲 示 版・峨 族 掲 示 、広 報 グンズ 配 付

11月 24日

1月
R7年度 被 害 者 支 援 員 養 成 講 座 (23期 )の受 講 生 募 集 掲 載 依 頼
(県 ‐市 町 広 報 誌 )

R7年 度 被 害 者 支 援 員 養 成 講 座 (23期 )募集 掲 載
① FMな カミさき「とどをする県 な が さきJ3/24σ:)週
② 長 崎 新 聞「県 か らの お 知 らせ J3/27

普 及 宣 伝 活 動 な ど

3月

① セ″ 一活 動 紹 介 ‐賛 助 金 募 集
(NBCラシ

｀
オ番 准豚 ポット症囀柔 :4/1～ 3/31 週 2回  104回 /年 )

② センター活 動 紹 介 〈県 営 バ ス車 内 放 送 4/1～3/31)長 崎・諫 早
大 村 地 区 の運 行 車 両 放 送 回 数 2,800回 /日

4月

◎ センター被 害 者 支 援 紹 介 画 像 3枚掲 示 (一般 犯 罪・性 暴 力 )
(県運 転 免 許 セ ンター デ ジタル サイネ ー ジ 2箇所 :4/1～ 3/31)

10月

犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 (11/24)の 参 加 者 募 集
「犯 罪 被 害 者 等 講 演 会 JのWeb申 込 (専用 フォーム)をとンターHP掲 載
10/1´ヤ31
犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 (11/24)の参 加 者 募 集
① 県 庁 内 ポ ー タル サ イト掲 示 10/1～ 10/31
② FMラジ オ (FMな が さき「とどをする県 な が さきJ)10/21の 週
④ 長 崎 新 聞 く県 か らの お 知 らせ )10/24

<サホ°―卜な が さき広 幸R>

通 年
サポートな がさきオロ談 窓 口てア券召分

‐

デプタルサイネーシ掲 示 (県庁 1階)年 間 複 数 回
サポートな がさき活 動 紹 介
① 県 庁 ポ ー タル サイト掲 示 4/15
② 長 崎 新 聞「県 か らのお 知 らせ J4/18
◎ FMラジ >1(FMながさき「とど

`す

る県 な カミさき」)4/29

4月

3月
サポートな んミさき活 動 紹 介

県 内 全 世 帯 広 報 誌「つ た え る県 な が さき 3月 号 J

ラジ オ 、新 聞 等 利 用

に よる広 報 啓 発 活 動

4ナ]及び 10ナ I 広 報 誌「あ じさい 支 援 だ よりJ(各 1400部 )

9月 犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 (11/24)チ ラシ500枚作 成

<サホ°―卜な が さき関 係 >

7月
'性暴 ノブ被 学

=者
支 援 の 糸Π介 の 携 十i子カートlЧ己布f(新規 テ

｀
サ 'イン83,000枚 イ埼=成 )

(回公 立・私 立 の 中 学 、高 校 、特 別 支 援 学 校 計 295(校・ 分 校・分 教 室 )
~二全ニイ走‐、1`己イF'79,450う0

9月 性 暴 力 被 害 者 支 援 の 紹 介 (三つ 折 リリーフ)3,000都 作 成

広 報 誌・チ ラシ等 作 製

① 募 金 箱 設 置 活 動 (3/31現在 77箱 設 置 )

募 金 箱 。白 11)Jlりx売 機 設 置 通 年

② 寄 付 型 自動 販 売 機 設 置 活 動 (3/31現在 73台 設 置 )、 セ〃 ―HP掲載

ホンデ リング事 業 通 年 平 成 27年 8月 ～ (県 内 23警察 署 に 回 収 箱 設 置 )、 センターHP掲 載

通 年 平 成 29年4月 ～ (長崎 市「イオ ン長 崎 店 」)、 センターHP掲 載「イオン」レシートキャンヘ
°
―ン
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イ)犯罪被害者等講演事業 (学校巡回講演等 )

① 学校講演

② その他の講演等

実施校数 内  訳 開催地 市町 R5実績

中学校

6

(公立6)

生 徒 1,385名
長崎市2、 佐世保市1、 松浦市2、 南島原市1、

中学校

7

(公立7)

生 徒 1,039名
長崎市1

佐世保市3

諌早市1

松浦市2

対馬市1

雲仙市1

(計 6市 )

教師等 141名 教師等 195名

計 1,526名 4市 計 1,234名

高等学校

4

(公立3)

生 徒 823名
長崎市2、 諌早市1、 五島市1

高等学校

2

(公立2)

生 徒 1,137名

教師 94名 教師 70名

計 917名 3市 計 1,207名

計 10校

(公立9)

生 徒 2,208名 長崎市4、 佐世保市1、 諌早市1、 松浦市2、

五島市1、 南島原市1 計 9校

(公立9)

生 徒 2,176名

教師等 235名 教師等 265名

合計 2,443名 6市 合計 2,441名

講

話

等

講 演 等 内 容 回数 聴講者数 R5実績

市町犯罪被害者等支援連絡協議会 (センター活動)
純心大学講義 (医療と犯罪被害者支援)
佐世保地区ネットワーク会議 (センター活動)ほか

4回 231名 8回 394名

警察学校講義 3回 63名 3回 90名

合  計 7回 294名 11回 484名

5相談員等の養成及び研修に関する事業
ア)支援ボランティア養成講座 (22期生)受講生14名

講 座 開催期間:R6年 6月 ～H月 (12回 :月 2回 第2・ 4土曜日 ):修 了 11月 30日

講義内容 22科 目 法律、社会福祉、更生保護、関係機関の支援制度、ロールプレイング等

講師人員 19名
弁護士、県警支援室長、県警少年課サポートセンター長、長崎県職員、保護観察所職員、
長崎地検検察官、長崎地裁職員、法テラス長崎事務所職員、臨床心理士、センター職員等

受講生13名叡望舛被害者支援員 (ボランティア)に委嘱
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イ)相談員等研修関係

開催 日 研修会等の内容 開催場所

参加者

センター職員

研修会等 (全国被害者支援ネントワいク開催 ) 3回 計 延べ 3名

7月 5日

～6日
自助ク
゛
ルーフ
°
ファシリテータ妻瀞戎研・イレ 東京都 1名

12月 6日

～ 7日
支援活動責任者研修 東京都 1名

2月 8日

～9日
質の向上研修下半期九州・沖縄ブロック研修会 大分県 1名

(その他 ) 15回 計 廷ぺ 40名

6月 3日 県弁護士会犯罪被害者等特別委員会との勉強会 県弁護士会館 5名

7月 10日 性犯罪・性暴力被害者支援のための連絡会 (内閣府 ) Web受講 3名

9月 9日 県弁護士会研修会 Web受講 5名

9月 28日

～29日
性暴力救援センター全国連絡会全国研修会 Web受講 2名

10月 7日
交通事故被害者サホ

°
―卜事業「自助グアレープ運営・

連絡会議」(警察庁 )
Web受講 1名

12月 10日 県弁護士会犯罪被害者等特別委員会との勉強会 県弁護士会館 5名

2月 3日
性暴力被害者支援に係る医療機関研修会

(県交通・地域安全課・県産婦人科医会)
県庁会議室

オンライン併用
4名

2月 4日
「1性暴力被害者等支援体制体制整備促進事業J相談員

研修 (内閣府 )
Web受講 2名

2月 8日 九州・沖縄ブロック支援活動責任者交流会 (大分センター ) 大分県 1名

2月 28日
「性犯罪被害者等支援体制整備促進事業」
センター長・コーディネーター及び行政職員研修 (内閣府 )

Web受講 2名

2月 28日 ワンストプ支援センター全国ネットワーク会議 (内閣府) Web受講 1名

3月 4日 犯罪被害者支援研修会 (県弁護士会) Web受講 5名

3月 4日 公益法人の運営等に関する研修会 (新法)県総務文書課 県庁会議室 1名

3月 12日 公益法人の運営等に関する研修会 (旧法)県総務文書課 県庁会議室 1名

3月 21日
「性犯罪・性暴力被害者支援のための医療関係者向け

研修J(内閣府)
Web受講 2名

合計 合計 18回 合計 延べ 43名

継続研修
ボランティア支援員の継続研修
8回開催 (5月 ～3月 )

R5センター居動状況説明、被害者電話の

特性、裁判傍聴、刑法改正説明、
ロールプレイ、相談事例紹介、殺人事件

被害者への支援紹介

延べ41名
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